
　幸いなことに、いわき明星大学図書館の受け
た東日本大震災による被害はそれほど大きなも
のではありませんでした。本学が固い岩盤の上
に建っていること、建物の強度が充分であった
ことなどによるものと思われます。今回の大震
災は発生日が大学の年度末で、通常の授業期間
中に比べて構内に居た学生が少な目であったこ
とが幸いでした。今後発生が予想される通常の
授業期間中の災害に備えて、地震・災害防災マ
ニュアルの整備、避難訓練の実施等の対策を進
めて参ります。
　３月 11 日の大地震時には想像を絶する揺れ
がありましたが、館員の指示により館内に居た
学生、教職員は全員無事に避難できました。書
棚、机、椅子その他の什器を含めて、館内設備
への被害は殆んどありませんでした。それでも
全 24 万冊の書物の内、書棚の上段部の図書、全
体の１割程度は床に落下し、それらを元に戻す
莫大な作業が終了しない内に再び４月 11 日の
大きな余震でも多少の書物が落下しました。関
係者の努力により、４月 25 日から図書館を再開、
５月 10 日には学習センターも再開でき、通常
通りに学生・教職員の利用が可能となりました。

　現在は大震災後の復旧を完了し、種々の改善
による更なる発展を図っています。学生に提供
するサービス内容を拡充し、授業内外の学習に
必要な資料を整えること等により自習環境の整
備を進めています。また、情報の電子検索や電
子ブック等の利便性も高めます。
　本学図書館は従来より一般の方々にもオープ
ンにしており、入館者数が年々増加しておりま
したが、これについても従来通りに書籍の館内
利用、館外貸出を再開しました。更にこの大震
災により校舎が大きな損傷を受けた県立湯本高
等学校の生徒全員の前期授業を本学で行うこと
になり、高校生の皆様にも図書館と学習セン
ターの施設を自由に利用して頂き、落ち着いた
環境での勉学の場として利用して頂ける様に致
しました。また、福島第一原子力発電所の事故
によりいわき市へ避難・滞在されている皆様に
も、自由な入館、書物の貸出等のサービスをご
利用頂ける体制を整えました。本学図書館は学
生・教職員だけでなく、地域の皆様にも開放し
て地元に愛される存在を目指しておりますが、
今回の震災経験を活かして、今後も地元への貢
献を尚一層高める様に努力して参ります。
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　３月₁₁日と４月₁₁日の大地震で小生の研究室
の本は本棚から２回に亘って１冊残らず床に散
らばりました。整理に大分時間が懸ったことを
思い出します。研究室でさえこのような有様で
したから、₂₄ 万冊を超える蔵書を有する図書館
は、さぞ大変なことだったろうと推察致します。
　余震が続いていた５月 ₁₁ 日、図書館からメー
ルで「図書取り寄せ無料」との知らせがありま
した。微生物由来の抗 HIV 薬アクチノヒビン
の研究を進めている中で、図書館を利用する機
会は多くあります。といっても、コンピュータ
の画面上での利用がほとんどですが、本学の図
書館にない雑誌もありますので、そのような時
には図書取り寄せシステムを利用してコピーを
取り寄せて頂くことになります。それを無料で
できることは大変有り難い限りです。これまで
は、図書館に必要書類を提出し、コピーが届い
た後には費用の清算のための書類を作る必要が
ありましたが、これからはこれらの作業が無用
になるのです。総説作成を手掛けようとしてい
るので、これから大いに利用させて頂こうと
思っています。
　本学の図書館は開学の時以来蔵書数の多さを
誇ってきました（大学ランキング図書館の部
で、₂₀₀₉ 年版 ₃₅ 位、₂₀₁₀ 年版 ₆₆ 位、₂₀₁₁ 年
版 ₄₉ 位）。マーク・トウェインの約 ₃，₀₀₀ 点の
コレクションをはじめとして、₂₄ 万冊を超え
る蔵書を持ち、いわき市民および近隣にお住ま
いの方々にも公開され、重要な地域貢献を果た
しています。また、薬学部開設と同時に薬学関
係、天然物関係の雑誌も揃えて頂きました。特
に、SciFinder Scholar を導入して頂き、新し
い化合物の発見や合成に携わる研究者にとって
は大変便利になりました。小生が The Journal 
of Antibiotics の Managing Editor を担当して
いた時には、投稿された論文に記載された化
合物のうち、どれが新規でどれが既知である
かを SciFinder Scholar を用いて短時間で判別
できるようになりました（実際に担当して頂い
たのは、天然物の権威である金　容必准教授で
した。お忙しい中時間を割いて頂いたことに感
謝）。時には、審査員に論文審査を依頼する前に、

“Managing Editor”として“Reject”の判定を下
すことができた場合もありました。お陰で審査が
速く正確になり、雑誌の Status を挙げること
ができたと自負しています。SciFinder Scholar
の導入のお陰と深く感謝しています。現在、
The journal of Antibiotics は Nature Publishing 
Group と日本抗生物質学術協議会との共同出版
となっていて、最近、高橋　淳研究助手が First 
Author で本誌に Online publish された論文は
BioMedLib（http://www.mdlinx.com/internal-
medieine/news-article.cfm/3654579） の site に
取り上げられて、世界の医療関係研究者に配信
されました。今後世界の多くの研究者に読まれ、
多くの論文に引用されることを期待したいと思
います。
　小生の若い頃には（気持は今でも若いつもり
ですが、このような言い方をしても恥ずかしく
ない年になりました）、研究計画立案や論文作
成、あるいはセミナーの準備のために図書館（当
時は、北里大学白金図書館）の地下の書庫の横
にある机を３人分程占領して、床から天井まで
の書架から踏み台を使って次々と製本された重
い冊子を取り出して調べ、必要なものはコピー
を取り、長時間に亘って読みふけったものです。
集中力と体力のいる重労働でした。今では自分
の研究室でコンピュータに向かって図書館を利
用するという大変な様変わりです。図書館も、
今後電子化時代を迎え、大変革の時代がすぐそ
こまできているものと考えられます。図書館の
システムと機能は大いに変り、本学も対応に迫
られるものと思われます。
　さて、図書館は蔵書数だけで競うものではな
く、その存在価値は、学生、教員、そしていわ
き市民の方々にどれだけ有効に利用されている
かによって決まるものと考えます。本図書館の
館報の Vol . ₇ には、学生諸君が「勉強し易い
環境が整っている。」とか「レポート作成やテ
スト前の勉強には、シラバスコーナーがお勧め
です。」という記事もあり、大変うれしい限り
です。本図書館が、さらに多くの学生諸君の調
査研究と勉強に、そしていわき市民のオアシス
として活用されることを祈ります。

年配の一自然科学研究者にとっての図書館

いわき明星大学　副学長　薬学部教授　田　中　晴　雄
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東日本大震災におけるいわき明星大学図書館の
被害状況および復旧の対応について

　2011年３月11日午後２時46分に発生した「東日本大震災」は、国内観測史上最大規模な地震となり、地震に伴って
発生した津波は、東北地方の太平洋沿岸部をはじめとする各地を襲ったようにいわき市の被害も惨憺たるものでした。
　更に、いわき市は原子力発電所における未曾有の大被害をもたらしました。
　この地震及び４月 11 日・12 日の余震における本学図書館の主な被害状況は次の通りです。

■被害状況
１．人的被害
　（₁）利用者、職員ともに被害なし。

２．図書資料被害
　（₁ ）蔵書の約１割弱 ₂₂，₆₀₆ 冊が書架から
　　落下。
　　　開 架 図 書：２階部分　　　₁₉₄冊
　　　　　　　　：３階部分　　₁₃，₈₈₉冊
　　　書庫内図書：２階部分　　₂，₁₀₄冊
　　　　　　　　：３階部分　　₅，₅₆₃冊
　　　　　　　　：地下書庫　　　₄₃₃冊
　　　その他（作業室等）：　　　　₄₂₃冊
　（₂）落下状況

学習センター　ボード一部破損

図書館3階　開架

図書館3階　薬学コーナー

図書館3階　薬学コーナー

図書館3階　書庫

　　　修理本　₁，₅₉₈ 冊
　　　　貴重書はすべて落下等の被害なし
　（₃）被災資料
　　①原発事故（自宅が警戒区域の為取りに行けない）：４人　₁₃ 冊
　　②津波被害：３人　７冊
　　③汚　　損：５人　９冊

■復旧作業
　４／１～４／７：開架本再配架（₁₄，₀₈₃冊）

　４／８～４／₁₆：書庫内本及びその他（作業室等）再配架（₈，₅₂₃冊）

　４／₁₂　　　　：４／₁₁の余震の為再配架の一部やり直し
　４／５～５／₂₃：本の修理₁，₅₄₃冊
　４／₂₅　　　　：図書館のみ開館（建物安全確認済）

　４／₂₇～４／₂₈：本の一部移動
　　理由

▲

 上段からの本の落下が多かった為２段目から本を再配架とした。
　５／₁₀： 学習センター（建物安全

確認済）、図書館通常開館
時間で再開

　　開 館時間

▲

（月）～（金）８：₄₅－
₂₁：₀₀・（土）₈：₄₅－₁₇：₀₀

■利用者サービス
１．学外利用者
　（₁ ）原子力発電所の事故により避難区域に指定されている楢葉町役場の仮庁舎として、本学施設の「大

学会館」を「楢葉町災害対策本部いわき出張所」として使用していただいている事に伴い、いわき

－ 3 －

Vol.9  2011



いわき明星大学図書館報　　　　第９巻（通号 ₁₃ 号）
発行日　平成 ₂₃ 年８月１日
発行者　いわき明星大学図書館　〒₉₇₀︲₈₅₅₁　福島県いわき市中央台飯野５丁目5︲1
　　　　TEL　₀₂₄₆－₂₉－₇₁₂₁　FAX　₀₂₄₆－₂₉－₅₀₀₁　library@iwakimu.ac.jp
　　　　URL  http ://www.iwakimu.ac . jp/l ibrary

平
成
22
年
度 

図
書
館
利
用
状
況

利　　用　　者：本学学生（学部生・大学院生・研究生・科目等履修生・聴講生）
　　　　　　　　教職員
　　　　　　　　その他（本学教職員・同窓生・明星大学通信教育生・いわき市民・高大連携該当高校）
入　館　者　数：131,353人、1日平均　477人（年間開館　日数:275日）
貸　出　冊　数：17,658冊　　　内訳（学生　14,625冊・教職員　1,962冊・その他　1,071冊）
レファレンス：学内　390件　　内訳（文献調査　98件・事項調査　7件・利用指導　285件）
レファレンス：学外　文献複写　内訳（依頼　1,186件・受付　302件）
　　　　　　　　　　相互貸借　内訳（依頼　39冊・受付　100冊）
市民利用登録数：258人　内訳（男　137人・女　121人）

　図書館２階のシラバスコーナーの資料を、23
年度シラバスにあわせて更新作業を行っていま
す。授業中に指示をしているものも購入対象と
してシラバスコーナーに配架されております。

■ 学習センター３階南側窓に赤外線カットフィ
ルムを貼りました。

■ 図書館１階の照明を蛍光管から LED へ交換
しました。

■ 図書館１階ロッカー室の照明に人感センサー
を付けました。

　学習センター１Ｆで七夕飾りを行いました。
　学習センターには、２本の大きな笹を飾り付
けており、本学の学生や湯本高校生が、短冊に
願い事を書いて飾りつけています。

図書館トピックス
「シラバスコーナー」新年度資料へ
更新中

「エコ」に取り組んでいます

学習センター賑わっています

市民への貸出という範囲を「一般開放」と拡大し被災者の方々へ利用サービスを開始した。
　（₂ ）地震の影響で校舎が使用不能になった福島県立湯本高等学校が、本学を仮校舎として使用する事

に伴い同校の教員、生徒への利用サービスを開始した。

2．学内利用者
　（₁）被災学生へ辞書の提供
　（₂）被災資料の購入（複本）

■その他
　（₁）地震発生時の避難について再確認
　（₂）余震に備えたスタッフの体制、現場の見直し、避難の見直し
　（₃）東日本大震災に伴う資料の展示

（いわき明星大学　図書館　片見　智子）

利用者の皆様には、長期間に
わたり、ご不便、ご迷惑をお
かけいたしました。ご理解・ご
協力を賜りましたことを心より
お礼申し上げます。
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